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※ ＣＳＷ事例検討フレーム　日本社会事業大学社会福祉学部 准教授 菱沼 幹男氏作成ＣＳＷ事例検討フレーム活用のポイント
・ アイデア出しのシートとして位置づけ → 出されたアイデアは否定しない。
・ 出された支援方策の優先順位は、本人・家族・地域・専門職の状況により、
実現の可能性やタイミングを踏まえて 実際のチームで検討する。
・ 同じ方策を 複数の枠に記載してもよい。
・ フレームにとらわれない 自由発想も大切。

